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第 3 章 緑の将来像と目標 

１ 基本理念                            

昭和５３年に制定した市民憲章では、『わたしたちは、自然と歴史を大切にし、緑ゆたかなま

ちをつくりましょう。』と定めています。また、平成３年に制定した緑の都市宣言では、全ての

市民が力を合わせて緑の都市とすることを宣言しています。 

さらに、令和３年に策定した本市の総合的かつ計画的な市政の運営を図るための計画である

総合基本計画では、本市が目指す将来の姿（都市像）を『人と緑と産業が調和し 未来へひろ

がる 鎌ケ谷』としていますが、まちが一段とにぎわいを増していく中でも、子どもからお年

寄りまで、あらゆる世代の人々が、住み慣れた地域の中で、安心して暮らし、学び、活躍する

とともに、これまで受け継いできた緑を大切にする想いが込められています。 

本市は、春には梨の花が咲き、四季折々の自然に恵まれた緑あふれるまちです。 

わたしたちの願いは、このうるおいとやすらぎを与える緑を守り、自然につつまれた美しい

まちなみのなかで住み続けることです。 

こうした想いを込めて緑のまちづくりの基本理念を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

２ 緑の将来像                           

緑のまちづくりの基本理念『緑豊かな自然環境を次の世代に残します』の想いから、目指す

べき緑の将来像を『みんなで次の世代につなぐ 緑豊かなまち』とします。 

この将来像には、緑豊かな自然環境を次の世代に残すことがわたしたちの使命であり、子供

からお年寄りまでのみんながこれまで受け継いできた緑を大切にし、次の世代につなげていく

ことで、誰もが幸せと希望を感じることのできる自然につつまれた美しいまちであり続けてい

く想いを込めています。 
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農地・樹林地・緑地ゾーン 

農地、樹林地、河川を中心に広がる谷津の緑など豊かな自然環境が保全される地域です。 

 

市街地緑化ゾーン 
商業施設や住宅地が緑化され、生産緑地地区の農地や樹林地、公園等の緑とオープンスペ

ースにより良好な生活環境が確保され、人々の生活と自然が共存し、緑豊かな住環境を形成

する地域です。 

 

森とスポーツ・レクリエーションゾーン 
緑に囲まれた中でスポーツやレクリエーションが楽しめる施設等が集まる場所です。 

北部地区は、市制記念公園、陸上競技場、市民体育館等を中心とした多目的なスポーツ・

レクリエーションが楽しめる総合的な公園と生物の生息環境として貴重な粟野地区公園や

丸山台緑地が連なります。 

南部地区は、ファイターズ鎌ケ谷スタジアム、市民の森、弓道場、アーチェリー場、中沢

みんなのスポーツ広場、中沢多目的グラウンド等スポーツ・レクリエーションが楽しめる公

園等のほか、河川を中心に農地、樹林地が広がる谷津に、白旗緑地、蛍の里等の水辺の生物

の生息環境として貴重な場所も点在します。 

 

拠点 
人々の様々な活動の場や生物の生息場所となる緑とオープンスペースは、環境保全、レク

リエーション、防災、景観形成など様々な機能があり、特徴的な緑や一定以上の規模の緑は

地域の重要な拠点です。 

 

都市軸※ 
公園、駅前広場、道路及び商業地の植栽等により、魅力ある都市機能の充実を図ります。 

 

市街地外郭幹線※ 
道路の植栽 
河川・水路 

市街地外郭幹線をはじめとした都市計画道路等の植栽、河川・水路により、樹林地、農地、

緑の拠点やゾーンを相互に結びつけ、生物の移動経路の確保等をすることで生態系のネット

ワークを形成します。 
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３ 基本方針                           

緑の将来像「みんなで次の世代につなぐ 緑豊かなまち」を実現するため、４つの基本方針を

定めます。 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針１ 緑を次の世代に残していくた
めには一人ひとりが緑の持つ
様々な機能を知り、緑の大切さ
を理解することが必要です。 
そのうえで、一人ひとりが緑を
守り、活かし、つくる活動を広
げていくことで緑を次の世代
へとつなげていきます。 
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谷津をはじめ、農地、樹林
地、河川など豊かな緑を
保全します。また、農地は
生産緑地制度、樹林地は
助成制度などにより保全
林やふれあいの森の保全
を推進します。 

基本方針２ 

基本方針３ 

基本方針４ 

身近な緑を適正に管理す
ることで、緑の持つ効果
を向上させます。また、
人々が緑と関わる機会を
増やすことで、誰もが緑
の恩恵を受けられるよう
にします。 

公園等を計画的に整備
することで緑とオープ
ンスペースを確保し、減
りゆく緑地を補完しま
す。 
公共施設は緑化を推進
し、民有地は緑化を誘導
します。 
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４ 計画期間及び計画対象区域等                    

本計画の計画期間、計画対象区域及び人口を次のように定めます。 
 

（１）計画期間 

 

計画期間（１２年間） 

令和５年度から令和１６年度まで 

 

 

（２）計画対象区域 

 

計画対象区域 

鎌ケ谷市全域 

（２，１０８ｈａ） 

 

 

（３）人口 

緑地調査等を実施した令和２年度と、本計画の最終年度である令和１６年度の人口です。 

 

人口 

１０９，８８７人 

（令和２年） 

１０５，９００人 

（令和１６年） 

出典：令和２年は「住民基本台帳人口（１０月１日時点）の実績値」、令和１６年は「総合基本計画に係る

人口推計値（１０月１日時点）」 
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５ 計画の目標                           

緑の基本計画では、緑に関する取り組みの効果や緑の豊かさを確認するために、量に着目し

た目標を定めます。 

 

（１）緑地の確保目標 

緑地面積（施設緑地と地域制緑地の計）は、平成１３年と令和２年で比較すると２６８ｈａ

から２２４ｈａに大きく減少しています。このため、減少傾向の農地や樹林地を可能な限り保

全し、都市公園を計画的に整備していくことで緑地を確保します。 

緑地の確保目標については、具体的な数値を目標とせず、現状維持していくことを目指す方

向性として定めます。 

 

■緑地の確保目標 

指標名 
現状値 

（令和２年度） 

目指す方向性 

（令和１６年度） 

緑被率 ４３％ → 

緑地面積 

（施設緑地と地域制緑地の計） 
２２４ｈａ → 

 

 

（２）都市公園の整備目標 

都市公園を計画的に整備し、令和１６年度までに市民一人当たり都市公園面積を３．３㎡/人

から４．１㎡/人にすることを目標として定めます。 

 

■都市公園の整備目標 

指標名 
現状値 

（令和２年度） 

目標値 

（令和１６年度） 

市民一人当たり 

都市公園面積 
３．３㎡/人 ４．１㎡/人 

※市民一人当たりの都市公園面積を３．３㎡/人から４．１㎡/人に増やすには、令和２年度の都市公園面積
３５．９ｈａ（３５９，２２７㎡）から約７．０ｈａ（７０，０００㎡）、およそ東京ドーム（４．７ｈａ）
の１．５倍の面積を整備する必要があります。 
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